
令和７年度第２回有馬富士公園運営協議会（９月２日開催） 次第 

 

 

１．開 会 

委員、関係者の紹介 

来園者数の報告 

 

２．協議事項 

(1) 第１回運営協議会ワークショップを踏まえた有馬富士公園の管理運営の方向

性について 

 

３．報告事項 

(1) 園内工事（林の生態園、あそびの王国、水辺の生態園）について 

(2) 三田市有馬富士自然学習センターの大規模修繕工事について 

(3) 自然共生サイトについて 

 

 

 

 

  



 
  

区分 委員氏名 所属・役職名

兵庫県立人と自然の博物館
  次長
兵庫県立大学
  自然・環境科学研究所　教授
兵庫県立人と自然の博物館
　副館長　兼　自然・環境再生研究部長
兵庫県立大学
  自然・環境科学研究所　教授

八木　剛
兵庫県立人と自然の博物館
　事業推進部長

福本　優
兵庫県立人と自然の博物館
　自然・環境マネジメント研究部　研究員

石田　武士 夢プログラムクルー

加瀬部　久司 夢プログラムクルー

杉橋　和実 夢プログラムクルー

出口　直彦 一般利用者

森山　智美 夢プログラムクルー

吉田　滋弘 夢プログラムクルー

首藤　健一 兵庫県　公園緑地課長

志茂　大輔 兵庫県　阪神北県民局　宝塚土木事務所長

榎本　英樹
(代理：西　浩史)

三田市　市民生活部　次長　有馬富士自然学習センター館長　兼務
（同　市民生活部　文化スポーツ課　副課長）

上月　研一 三田市　産業振興部　まちのブランド観光課長

【関係者】

藤田　朝彦 兵庫県　まちづくり部　公園緑地課　副課長兼企画管理班長

辻村　茉莉江 兵庫県　まちづくり部　公園緑地課　企画管理班　主任

山﨑　弘美 兵庫県　まちづくり部　公園緑地課　整備班　副主任

長崎　蓮 兵庫県　阪神北県民局　宝塚土木事務所　管理第１課　主事

土肥　正克 兵庫県　阪神北県民局　宝塚土木事務所　三田業務所　道路公園担当課長

西野　收 兵庫県　阪神北県民局　宝塚土木事務所　三田業務所　職員

三田市 小仲　貴文 三田市　市民生活部　文化スポーツ課　文化振興係　主任

中西　宗一 公益財団法人兵庫県園芸・公園協会　公園支援課　専門員

大西　由里子 公益財団法人兵庫県園芸・公園協会　公園支援課　主任

遠藤　修作 兵庫県立人と自然の博物館　コーディネーター

吉田　峰規 三田市有馬富士公園自然学習センター　コミュニケーター

松本　貴史 有馬富士公園管理事務所　所長

尾上　豊 有馬富士公園管理事務所　参事

田中　克朋 有馬富士公園管理事務所　課長

川原　弘 有馬富士公園管理事務所　課長補佐

住民
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経験者

赤澤　宏樹

石田　弘明



１ 開会（10:00） 

 

２ 協議事項 

(1)第１回運営協議会ワークショップを踏まえた有馬富士公園の管理運営の方

向性について 

〇公園緑地課からワークショップの趣旨説明 

（辻村主任）前回第一回目のワークショップの中で、「子育て拠点・地域連携活

動ゾーン」と「レクリエーションゾーン」、「環境学習拠点ゾーン」と「水辺生態

保全・活動体験ゾーン」は合体させたほうがよいとの意見があり、 

①「子育て拠点・地域連携活動ゾーン」 

②「子育て活動ゾーン」 

③「環境学習拠点ゾーン」 

④「里山保全・活動ゾーン」 

⑤「アカマツ・コナラ林景観保全ゾーン」 

⑥「休養ゾーン」 

の六つのゾーンに落ち着いた。今回は、休養ゾーンを除いた五つのゾーンについ

てワークショップしていきたい。話し合うのは二点、ゾーンの名称とゾーンの展

望についてである。ゾーンの名称は各班で一つずつ決め、展望は複数あっても構

わないが班ごとにまとめられたい。次回以降、ゾーンごとのプロジェクトを話し

合っていければと思う。 

（赤澤会長）前回は園内の細かいプロジェクトを中心にいろんな意見が出て、そ

れをゾーンにすればどうなるか話し合った。今日はどのようなゾーンになるか、

段々、下から上に積み上がっている感じである。最終的にゾーンが決まれば有馬

富士公園全体で意見がまとまるのかもしれないが、今回はその真ん中あたりの

ゾーンについて重点的に話し合っていただきたい。それでは各進行役を中心に

積極的な意見交換をお願いする。 

〇ワークショップ後の意見発表 

（Ａ班・辻村主任）ゾーンの名称を決める時に、ＲＰＧ（ロールプレイングゲー

ム）のように、有馬富士を一つのゲームの中に見立ててみたらワクワクして楽し

いのではと、またゾーンの名称を端的に言うと何のことか分からないので、キャ

ッチフレーズのようなものを足せばどうかと考えてみた。 

①は「ビジターセンター～何でも揃う場所～」。ゾーンの展望としては他のエ

リアで遊ぶための物を貸し出したり、有馬富士の情報など何でも揃う拠点であ

る。 

②「あそびの王国」は定着しているのでこのまま生かす。展望としては、子ど

もたちが自由に遊べるところであり、プレイパークのように遊べ、禁止看板が少



ないエリアになればよい。 

③「であいの森～色んな生き物と出会える場所～」。ここは学習拠点であった

が、堅いのは避けて、展望としても、内容は変わらないが子供たちが遊びながら

学べるところと考えている。 

④「さともりの里～本格里山体験ができる場所～」。展望としては本格的な里

山体験ができるところでこのまま固定したい。 

⑤「さともりの山～里山保全と活用～」。いずれ「さともりの里」のように、

更に活用の幅を広げていければよい。 

（Ｂ班・福本委員）①は「みんなの入口」として、全てのゾーンに入ってもらえ

るような場所となり、下まで降りて行って公園の福島大池のほうまで入ってほ

しい。結局、いろんな世代に利活用してほしいことを混ぜ合わせた、皆にとって

有馬富士公園の入口になればとの思いである。 

②先ほどの話と同じく、「あそびの王国」のままでよいのではと。我々として

はゾーンという語をつけない形で考えた。 

③キーワードは学びの場で、「環境と学びの場」とした。特に学習センターも

踏まえ、背景にあるキッピー山のラボをイメージしながら、近くの幼稚園、小学

校などから遠足の団体利用でもっと来てもらいたいとの意味がある。 

④「つなぎの里山」とし、たくさんの活動があり、皆でとにかく使い倒して三

田の今と昔をつなぐ、人と自然をつなぐといったイメージである。 

⑤は本当に全部使い倒せるのかということと、今もあまり手が入ってないと

ろで、「さんだの森」として積極的に守るよりは整備することを含めて見守りな

がら入って行ける場所になればよいとした。「さんだの森」に決まりきらず「あ

りまふじ自然林」と「ありまふじ樹海」の三案が出た。ただ「ありまふじ樹海」

はマイナスイメージを感じるので止めてほしいとの意見があった。 

（Ｃ班・大西主任）Ｂ班と同じく、ゾーンというのは完全になくし、管理者目線

ではなく利用者目線で小さい子がパッと言えるような名前がよいと思い、シン

ボルを端的に一言の名称にした。 

①は「はじまり」。皆さんの出合いの場で、小さい子が初めて公園に行くイメ

ージである。展望としてはイベントを行ったり、とにかく人が集まってお花とか

あって明るい、入りやすいところとした。 

②あそびの王国の場所は「おに」。有馬富士公園の鬼の食卓が小さい子にとっ

ても知れ渡るシンボルとなっている。遊具が充実していて人気の場所なので、そ

こでしっかり遊ぶエリアでよいかと思う。 

③は「どんぐり」。生き物も多いがやはり虫が嫌いな子もいるので、みんなが

好きな名称でこれにした。展望としては周りどこを見ても自然があって、使い方

は分からないが面白い施設があること。あとは、生き物の居場所を示す生き物マ



ップを作ればより自発的に散策、冒険、探検がしやすいのではとの意見が出た。 

④は「かやぶき」。かやぶき民家を中心に景観がよいのが特徴で、ゆったりと

里山の暮らし体験とか棚田の保全活動を行うエリアにしようとの話になった。 

⑤はアカマツの樹林が多いことで、「まつぼっくり」とした。ナツツバキの保

全をしているが、Ｂ班の発表でもあったように、現状としてあまり手が加えられ

ておらず、出入りするのも危ないことから、ゾーンから外し、森のままでよいの

ではということになった。 

以上、①から⑤まで端的に一言で分かりやすく、それぞれアイコンをイラスト

にしてお子さんでも一目見て分かりやすいように表現した。 

（赤澤会長）三つのグループからそれぞれ意見をいただいた。Ｃ班からはアイコ

ンで、おそらく初めて来た方や小さな子供でも分かるように名称を付けて、ピク

トグラム的な感じで使えばよいのかと。他のＡ、Ｂ班はゾーンの関わり方や特色

を一言で言えばよいかとまとめていただいた。正式名称のようなものはＡ、Ｂ班

で考えていて、Ｃ班はそれを端的に分かりやすく、絵も描いて出来上がっている

ので組み合わせていけばうまくいくのかと思う。 

全体を見ると、おそらく設計者が一番喜んでいるのではないかと思うが、整備

時の意図と同じように、入口は皆が分かりやすく使えるように、近くに学習しや

すいところとか、自然の中に徐々に入って行くところ、福島大池の向こうには本

格的に活動、体験できるゾーンという、素晴らしいゾーニングができたと思う。  

 結局どちらかではなく、もう少しこのニュアンスで最終的な案もありうる。考

え方とすれば、例えば①のゾーンは入口として、とにかくここに来て自然を使っ

たり、休んだりするイメージにするのがよいのかと。ゾーン②はもう定着してい

てあそびのゾーンで確定である。③もニュアンスは同じで、どちらかと言うと学

び場でのことをストレートに伝える感じ。Ａ班は生き物と出会う場所で、おそら

く今の若い親子は生き物と出会うことをあまり想像していないし虫捕りの経験

もあまりない。それもできることから伝えていくのであれば、Ａ班くらい翻訳し

たようなタイトルでもよいのかと思う。 

④「さともりの里」、⑤「さともりの山」、はＡ班ではつながっている。Ｂ班は

「つなぎの里山」でやや本格的な言い回しであるが、里守の意味はこの協議会で

もかなり議論してきて、生活も含めたものとする提案があり、それを残すのはよ

いと思う。つなぎというものが里守に含まれている気がする。⑤「さともりの山」

から少しニュアンスを変えて、特にＣ班はゾーンから外してと言っていたので、

里守から少し違う名前を付けてもよいのかと。それが樹海か自然林かさんだの

森であり、名前を再考するのもよいと思う。 

最後に、これでおそらく次回くらいにはゾーンの名称が大体決まり、おおよそ

のコンセプト、しっかり入口から段々と自然との関わりを深めていけるような



構成が県民に伝わるようなものになる。参考資料に「ゾーン外プロジェクト」が

ある。生物採取のルールを作ろう、カフェを設置しようと少し前に三田市から提

案されていたことである。ゾーンの構成が決まってきたら、カフェは①のゾーン

にあったほうが来園者にはやさしいとか、例えば、危険木を処理したり、火おこ

しをしたり、チップで昆虫採集しようとすれば、おそらく他のゾーンで出た資材

とか、落ち葉の堆肥などを使ってカブト虫を育てたりいろんな活動ができる。そ

こまで本格的な活動をできない人のためにも、このような資材循環により、ゾー

ンをつなげていくような基本的な取組もおそらく次回くらいのワークショップ

で、この「ゾーン外プロジェクト」を見ながら進めると、ゾーンのつなぎ方のよ

うなアイデアも出てくる気がした。根本的な部分は同じ考えであったように思

う。あとはニュアンス、分かりやすさで整理していけばよいのではと思う。他の

グループも含めて全体に向けての意見があればお願いしたい。 

（Ａ班・吉田ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰ）三田市が管理している「さぁふの森」について、他の有

馬富士でここにいるメンバー以外の方たちが活動しているエリアも何らか関係

してくると思う。「さぁふの森」の場所を尋ねる質問もあるので、その辺りも一

緒に整理できるとよいと思う。 

（赤澤会長）活発な意見をありがとうございました。かなり方向性が見えてきて

いるので、ただ一つに決めることはできなかったが、県のほうで状況を整理して

次回以降につなげていきたい。 

 

３ 報告事項 

(1)園内工事（林の生態園、あそびの王国、水辺の生態園）について 

宝塚土木事務所三田業務所から報告事項について内容説明 

〇林の生態園 

（福本委員）林の生態園の木造の部分をやり直すのはよいことだが、今回「であ

いの森」のように名前が付いて、環境学習の時に観察に使えることで、プラ擬木

に変わることはともかく、デザインは観察する方の意見も取り入れたり、横で林

の生態園はジュニアスタッフが活動しているのでうまく汲み取ってもらいたい。 

（赤澤会長）工期として可能か。 

（土肥課長）実際、業者が決まって工事に取り掛かる前に、学習センターのリー

ダーの方に相談して意見を伺いながら進めていきたい。 

（吉田委員）更新工事は賛成である。ただ、現在の目標地の一番下の所にカザグ

ルマが生えているところがあり、ほとんど木道に寄り添った形となっている。で

きるなら救済したほうがよい。このカザグルマは自生ではなく公園ができて二

年目くらいに三田市内から移植したものであるが、少なくとも一昨年は咲いて

いるのは確認できた。学習センターも認識していると思うので考慮してほしい。 



（吉田ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰ）カザグルマは数年前からの市のプロジェクトで、結構たくさん

株数が増えてきており、擬木の周り以外にも何ヵ所かある。ただ、時期的にもう

種になっているので、おそらくそんなに大きな影響はないかと考えている。 

〇あそびの王国 

（吉田ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰ）もし予算に余裕があれば、カミナリの砦のところ、駐車場から

来る交差点の場所辺りにパークセンターや学習センターの場所を示す看板があ

ればお客さんが来やすい。今、パークセンターの協力のもと、学習センター独自

に週末は看板を立てに行っているが、それを見て来られる方が結構たくさんい

るので検討されたい。 

〇水辺の生態園 

（出口委員）壁の中に入るのかむき出しになるのかによっても変わるが、備品収

納庫の色はどのようになるのか。公園に合うよう何か考えた点があれば教えて

ほしい。 

（土肥課長）倉庫の色合いは、資料の写真に付けているカタログの倉庫を今は想

定している。同様のもので色味の違うものがないか再度調べてみる。 

（赤澤会長）カタログから選ぶにしても配慮するとより違ったものになる。 

（福本委員）補足であるが、設計の段階で、ここはかなり潜り込まないと見えな

い場所なので、最悪、色はこれでよしとした。当初は水辺に近いほうが使いやす

いと思っていたが、歩いて 20 歩ほどなのでトイレの裏側に付け、その裏側の前

も更に斜面になっていて、わざわざ入らないと見えない所なのでカタログどお

りの設計にしている。 

 

(2)三田市有馬富士自然学習センターの大規模修繕工事について 

三田市文化スポーツ課から報告事項について内容説明 

（石田委員）ガキっこクラブは最近、学習センター内で活動しているが、電波が

入らない問題があり、イベント等でインスタを随時更新しようとしても、入口を

出ないといけないので、予算の関係もあると思うが何か考えてもらえればあり

がたい。 

（吉田ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰ）先日、三田市ＤＸ推進課の関係で専門の方に来てもらい、状況

としては今、光回線が２本来ているので館内の Wi-Fi を使える可能性があると

のことであった。まだ協議もしていないができそうな感じであり、また報告でき

ると思う。 

 

(3)自然共生サイトについて 

（首藤課長）前回、吉田委員から有馬富士公園を自然共生サイトに登録すればど

うかと提案があった。今、県では尼崎の森中央緑地とあわじ石の寝屋緑地の二つ



の緑地を登録している。尼崎の森は生物多様性の森を創出、石の寝屋は環境と景

観の保全で県としては登録している。今のところは新たに登録する予定はない。

有馬富士公園はこれだけ自然環境が豊かな公園であり、同じような要素はある

が、参画と協働という面もある。吉田委員を中心にそのような活動をされるので

あれば、県としてもサポートしていきたい。 

（赤澤会長）県としては難しいような感じで協働であればということであるが、

今日話し合って決めるようなボリュームではないので、引き続き検討していく

こととしたい。 

 

４ 閉会（12:00） 


